
 

 

 

平成2７年度 

 

事業計画書 

 

  

 

 

 

 

自 平成27年4月 1日 

至 平成28年3月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 京都府医薬品登録販売者協会 

 

 

 

 

  



 平成27年度 事業計画  

自 平成27年4月 1日 

至 平成28年3月31日 

 

 

 

 

 

 

 急進展する医学、薬学の進歩、又少子高齢化社会への突入を迎え、登録販売者の置か

れている社会的責務の重大性を充分に認識し、安全・安心な医薬品販売業者としての責

務を全うする為、取り扱う医薬品等についての充分な知識を習得すると共に、順次、開

発・販売される医薬品についてもまた充分に研修し、生涯教育の実を挙げ、一致協力し

て、次に掲げる協会の基本方針を忠実に実行しなければならない。 

 即ち、協会の公共性と社会的地位の向上を図る為、薬事に関する知識の普及啓発を行

うと共に、公益社団法人としての自覚をもって、職能団体としての登録販売者の地位を

向上させる活動を行い、さらに、登録販売者の職能を通じて府民の保健衛生の向上と薬

業の進歩発展に寄与することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．登録販売者の資質及び職能の向上に関する事業（公益目的事業１－１） 

（１） 全日本医薬品登録販売者協会統一薬事講習会 

全日本医薬品登録販売者協会が厚生労働省の後援により、都道府県毎に行なう講習

会を、さらに内容を充実し、京都府・京都市と協力して、会員・非会員問わず全ての

登録販売者の資質の向上を図る。 

基 本 方 針 

事 業 計 画 



 （事業内容） １０月、京都市内に於いて実施（９０分） 

講師 ： 厚生労働省技官 

京都府薬務課係官 

京都市生活衛生課係官 

学識経験者 

 

（２） 基準講習会等 

都道府県並びに政令指定都市主催の基準講習会を、京都府薬務課、京都市生活衛生

課と協力し、登録販売者の資質の向上を図る。生活の高度化並びに多様化する消費者

ニーズに対応する為、登録販売者として必要な薬事・薬学等の知識の向上を図るため、

医学・薬学・生理学等の専門の講師を招き、より高度な講習会を開催する。 

また、昨年取り上げた「危険ドラッグ」のように、よりタイムリーなテーマも臨機

応変に取り上げていく。 

 

 （事業内容） ５月、京都市内に於いて実施（９０分） 

       講師 ： 京都府薬務課係官 

京都市生活衛生課係官 

学識経験者 

 

（３） 登録販売者生涯学習研修会 

全日本医薬品登録販売者協会研修委員会と学識経験者とで作成された、全国統一の

カリキュラムで行なう研修会で専門性を高め、副作用等の情報伝達を徹底し、生活者

のセルフメディケーションを補助し、地域のヘルスナビステーションとして寄与する

ために年6講座=5月１講座、８月２講座、１０月１講座、１１月２講座（５４０分）

を開催する。 

       講師 ： 学識経験者 

 

（４） 消費者のための講習会および女性部研修事業 

地域の消費者に向けてのセンターを活用した消費者講習会を開くなど、医薬品の販

売を通じてより一層府民の健康増進に寄与するものとする。 

さらに、女性部が専門知識の蓄積向上に努める為、特別研修会を実施する。 

       講師 ： 学識経験者 

 

（５） 店舗の自主点検と巡回指導による医薬品等の有効性、安全性の確認事業 

店舗の設備、医薬品等の管理状況等を自主的に調査し、全店が府民にとって安心・

安全な医薬品の供給者たるよう資格者全員が意識向上に努める。自主点検票作成にあ



たっては、京都府薬務課の指導を仰ぎ、登録販売者には回答を義務付けている。また、

本年も店舗を有しない登録販売者への項目を加えて実施したい。 

さらに、役員・理事を指導員とし、巡回指導にあたり、医薬品等が適正に管理され

正しく販売されるよう充分なる指導に努め資質の向上を図る。なお、結果は京都府薬

務課、京都市生活衛生課に例年通り報告する（各保健所へ届けます）。 

 

 

２．医薬品の適正使用に関する啓発及び知識の普及事業（公益目的事業１－２） 

（１） 麻薬・覚せい剤・大麻、危険ドラッグ等薬物乱用防止、「薬と健康の週間」に

関する事業 

麻薬・覚せい剤、危険ドラッグ禍撲滅は今や全世界的緊急課題であり、京都府が実

施される諸行事、とくに近く制定される危険ドラッグ防止条例に積極的に協力するこ

とは勿論、府民に麻薬・覚せい剤、危険ドラッグの恐ろしさを徹底熟知させる為、街

頭啓発運動を行い、啓発資料を店頭等においても繰り返し配布し、追放運動を高めて

いく。また、運動成就のため、他業界とも連絡を密にし、警察当局、各種関係団体等

を交えて協議し根絶できるよう努める。 

  毎年 11月、本会が全国に先駆けて実施してきた該当キャンペーン「ダメ・ゼッタ

イ」運動も、平成 5年より国際麻薬乱用撲滅デー（6月 26日）に合わせて行ってき

ているが、引き続き各団体とも協力し、京都府薬務課、京都市生活衛生課、京都府警

本部と共に、四条河原町周辺に於いて麻薬・覚せい剤、危険ドラッグ禍撲滅を府民に

訴えていきたい。秋に実施している薬物乱用防止府民大会はこれまで通り中心となっ

て実施していく。 

 

（２） 医薬品適正使用普及啓発事業 

京都府薬剤師会等と協調し、薬業団体連合会、京都府の行う「薬と健康の週間」行

事に積極的に参加し、府民に正しい薬の使い方と健康の知識を普及啓発することに努

めると共に、大衆薬の振興を図り、その正しい使い方を周知させることを通じ、府民

の健康自主管理の知識を向上させるよう努める。 

 

（３） 優良医薬品等の普及および流通の適正化事業 

医薬品等の取扱いその他薬事に関する情報の収集および調査研究、書籍等の購入お

よび学会への関係者派遣等により、情報の的確な収集と調査・研究・分析を行い、こ

れらを登録販売者等の利用に供して、優良医薬品等の普及および医薬品による事故防

止に努める。 

 

 



（４） 医薬品等の販売姿勢の適正化の促進 

京都府薬剤師会、京都府医薬品小売商業組合、各地区薬業会等と販売姿勢の適正化

に関する意見交換を実施する等、経営安定に関する資料の収集を行い経営の改善及び

安定化を図る。 

 

（５） 献血に関する事業 

  エイズ、肝炎等の災禍にみられるように、今や国内に於ける純正なる血液の供給は

重大なる社会問題である。本会は４８年前より毎年集団献血を実施し、関係方面より

高く評価され、日本赤十字社社長近衛忠輝様より感謝状を賜った。また、公益社団法

人全日本医薬品登録販売者協会として全国運動として取り組んできた献血運動は昨

年７月１０日愛知県において開催された日本赤十字社「第５０回全国献血運動推進記

念大会」において「昭和天皇記念献血推進賞」を皇太子殿下直々に拝受する栄に浴し

ました。これからも尚一層全会員の協力を以って会員家族は勿論、近隣府民の方々に

呼びかけ、人々の集まりやすいＪＲ京都駅前で、７月に実施し充分な血液が確保でき

るよう努めます。 

 

 

３．京都府委託事業「薬草に親しむ会」開催（公益目的事業１－３） 

（１）「薬草に親しむ会Ⅱ、薬膳インストラクター養成講座」 

当協会が昨年まで２０年間京都府の委託事業「薬草に親しむ会」を大文字山ハイキ

ングと薬膳料理、薬草を学ぶ林間学習として実施してきましたが１００回をもって終

了し新年度は薬膳インストラクター養成講座に重点をおいて京都府の提唱される「薬

膳マイスター」の資格修得が可能なプログラムを実施いたします。池の谷薬草園は藪

庵主様（池の谷薬草園々長）他みなさんのご努力により栽培整備も進み、薬草・薬樹

約650種余りとなり、年間3万人程の人々が訪れるようになり、薬草園も現場実習に

活用させていただき、健康志向とくに健康長寿を目指して府民の健康を担う我々登録

販売者が率先して事業実施したいと考えます。 

 

（２） 薬草・生薬研修会 

国民の健康志向の意識向上に伴い、薬草・生薬や漢方薬への関心も高まっている状

況に鑑み、我々登録販売者もこれに充分対応出来るよう専門学識者を招き、あるいは

会員相互の研究発表といった形で、本会研修センターおよび池の谷薬草園での実地研

修を行い、一層の資質向上を図りたい。さらに薬膳学との関連学習をはじめ、ここで

も健康志向とくに健康長寿を目指した研修と認知症と生薬についての学習も取り入

れて、時代に合った研修会を実施したい。 

 



 

４．全日本医薬品登録販売者協会総会・京都府医薬品登録販売者協会総会（総会事業） 

 平成27年5月20日（水）    東京都、全薬協会館に於いて開催 

  平成27年5月28日（木）    京都府立中小企業会館において開催 

 

５．その他事業 

（１） 新年大会（平成28年1月開催予定） 

（２） 会報「京薬協新年号」の発行（年1回）、「会員通信」年6回発行 

（３） 会費の自動引落制度の推進(１００％実施目標) 

（４） 賠償責任制度の加入促進（店舗販売業者および登録販売者が、僅かな掛金で加

入できる安心の賠償責任保険制度） 

 

 

 

 

 

 

以上 


